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坂本 開＊＠小池はるか紳

本ト 獄事鉢蜘
おま3 ． 出 単純事

1. テーマ

2. 

3. レポートのテ マ

4.全体的なまとめ

1. テーマ

本コースのテーマは「人の行動を心理学から考えるJである。前田のサマースクール（吉田＠坂

＠小池， 2003）に引き続き、自分と伯人の関係性や集団の中にいる時の行動の共通の法期性を、

の立場から体験し、科学的に考える うことを自撲とした。心理学

2. 

1日目 10:30～11 :30 自己とパーソナリチィ

1 .援護閥的 本授業では自己とパーソ、ナリティに関する

る心理学的視点を刺激することを目的とした。

2. 護業内容 ①20答法によるプロフィーノレカードづくりを行わせた。

②自己概念について解説を行った。

③生徒の回答を見ながら、自己への文化的な影響、自己と発達の関連を紹介した。

③自己知覚理論や社会的比較を紹介、昌己意識の形成について解説した。特に、自己という内的な

し、「個Jに対す

問題が周囲からの社会的影響を受けているという観点を強調した。

⑤帰属のバイアス、セルフハンディキャッゼング、自

たり詰極的にコントロー jレすることを解説した。

⑥視点を変えて、地者の印象を得る方法につし

して、自己のイメージを守っ

⑦パーソナリティの捉え方について、

させ、パーソナ ＇）ティ認知の解説を行った。

として類型論、特性論について紹介い

名古屋産業大学環境情報ピジネス学部講師
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次のパーソナリティの測定方法の解説につなげた。

3.感想授業冒頭のプロフィールカード作りを除いて講義形式であったが、

の生徒の関心が高かったことが向えた。特に、プロフィー jレカードづくりにより自分がどのような

自己探念を持っているのかを知った新鮮さを指摘したものと、文化や対人関係により自己のイメー

ジや表出が変化していることに対する気づきを挙げるものが目立った。後者では、シャクターの感

した研究開に言及する感想も見られた。心理学は私たち

のB というテーマ

マであればこそメタ ら見たとき り、

る っfここと られる。 （坂本）

1呂田 11 :30～12: 10 パウムテスト• Dールシャツハチスト

i立、 (1974) したものである。）

1 .設業躍的 パウムテストを体験してみることによって、心理検査を通して人の心を理解すると

いう臨床心理学の一分野を紹介することを目的とした。

2.援業内容 ①心理検査の定義＠心理検査の種類や歴史、そして心理検査の利用目的にっし

明を行った（2枚程度のレジュメを配布した）。

②心理検査の 1っとしてパウムテストを体験させるために、 A4用紙と 2B鉛筆を配り、「実のある

木を1本描いて下さいJと教示した。

③告分の絵についてどんな木をイメージして描いたのか、また感想等を書いてもらった。それから

絵を周りの人と交換し、相手の絵についての全体的印象を描いてから本人に炭すように指示した。

③結果解釈の手蝦に沿って、全体的印象＠空間領域からの検討 e形式分析＠内容分析＠

などから理解できるところについて解説を行った。そして、解釈する上で、の留意点について説明を

行っfこO

⑤ロールシャツハテスト：図版の中でコピーした1枚を用い、それを見せながら口…ルシャツハテ

ストがどういう技法であるか、またそのテストから見ることができる人の3つの側面について説明

を行った。

3. 「岳分がなにげなく た本が色々なこと

「パウムテストの体験はすごくおもしろかったですJ

られた。

i自由 13:00～14:30 

しているということが少しわかったム

しての心の理解に興味を示

（朴）

（本授業案は、吉田他（2003）を部分的に改良したものである。）

1.接業自的 課題を通して、心理学の一分野である認知心理学、及び認知心理学の代表的な研究

領域である記憶について紹介することを目的とした。

2. として、 となる人物と打ち合わせをするふり

をした。 5分後、 となる人物は退室した。

②認知心理学の紹介、及び、心理学における という用語の解説を行った。
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ょうとしなければ細かし きないJという

さ

るため、①の人物の

5人前後のグループを作

り、 そのj麦、グループでまとめたものをグルー

させた。

となっ

⑤「覚えようとしなければ細かし

ようなことはできるだけ省略をする」と

「日

するために、 100円玉に描かれているもの

ることの難しさを確認した。

⑦⑥の課題の難しさは、①の課題と

あったことを確認した。

きないJI人間は覚えなくてもどうにかなる

しfこO

していないJという を

とし1う てコ

なくてもどうにかなるようなことはできるだ

略をするJという人間の記憶の特徴と関連していると解説した。また、この特徴は自常よく註てい

るものにも当てはまると解5見した。

3.感想 「ただ何げなく見た人のことを、ここまで覚えていないとは思いませんでした。けれ

ど、それにも、きちんとした理自があるのだと知ることができましたJ

に沿ったものだった。また、記憶に関する臼

対する興味が伺えた。 うのがとても楽しかったjと v

つ
ことの楽しさについ られた。 （小池）

1日目 14:40～16:00 

（本授業案は、吉田地（2003）を部分的に改良したものである。）

1.授業自的 発達心理学の代表的な研究である認知能力の発達段階と心の理論（他者の心の中を

したり、他者が自分とは異なる意識を持っと考えることができる能力に関する理論）について

紹介することを目的とした。

2.授業内容 ①発達心理学という研究分野について解説した。

②3つの山の模型を教卓に置き、黒板側にいる授業者＠教卓の横にいる補助者から見える山を想像

させ、絵に描かせた。その後、 3つの山が震かれている台座を回転させ、正解を確認した。この課

とっては簡単だが、子どもにとっては難しいということを指摘し、

的な研究である認知能力の発達段階を紹介した。

③5コマ漫画（吉田佑（2003）参照、）を使用して、登場人物の視点に立たせ、登場人物が考えてい

ることを推測させるという課題を行った。具体的には、「プレゼントを窟けた郵鑓屋さんが考えた、

子どもが泣いている理由Jを考えさせた。

③解説：心の盟論、及び心の理論と関連している可能性の高し

⑤1日を通しての感想、

る自閉症を紹介した。

3.感想 「自分があたり前のようにできていることが、小さいころにはできなかったな

たJというように、解説の内容及び発達心理学という研究分野についての言及が多く見られた。ま

た、 ra関症のことがもっと知りたいJ等、自閉症という障害に興味を抱いたと思われる感想が複
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数見られた。

2自由 10:00～12:00 心理学とは？

されたため、

スと合同で「心理学とは何かJ

しfこO

いて、

2司自 13: 00～14: 30 対人コミュニケ…ション

(1J＼池）

した生徒数が少なかったため、

なが っfこO

1.授業信的 対人コミュニケーションについて、スキルと対人関係の進展という2つの鶴点から

紹介することを目的とした。

2. ①社会的スキ しfこO 日 おける じやすし

し、気持ちよくコミュニケーションを交わせるか問いかけ、社会的スキルがコミュニケーションの

良野性に関わることがあることを説明した。

②スキ jレが欠知する場合、どのようなことが起こる させ、例を示した。

③社会的スキノレの持徴、プロセスについて講義を行った。

④対人関孫における社会的スキルの機能を考えさせ、解説を行った。

⑤スキルトレーニングの体験を目的として、「頼む」スキルを開にスキルトレーニングを行った。

⑥視点を変え、具体的なスキル以外の相互作用に註自しながら対人関保の進展について紹介した。

近接性や自己開示、態度の類似などの要因から対人関係への影響を解説した。

3.感想、 スキノレトレーニングについて高い関心を示す感想が多く、スキノレという観点から普段の

対人関係でのコミュニケーションの取り方について振り返る内容の記述が見られた。また fスキル

という考え方をふだんの付き合いでも生かしてみたいJ「口調や態度で印象が全然違うので気を付

けたいJ等、今後の対人関係に積極的に生かそうとする生徒も見られた。なかには対人魅力が個人

内の要問のみに影響を受けるわけではないことに対する素朴な驚きを示す感想も見られたが、コミュ

ニケーションの重要性を指摘する記述が大半であり、「人と人との関わり合いをコrミュニケーショ

ンという視点から見直すことができてよかったJとの記述も見られる。本授業は「対人行動として

のコミュニケーションjlこ対する理解を促進するという目的においては効果が見られたと考えられ

るO （坂本）

2羽田 14:40～16:00 ステレ才タイプ

は，吉田地（2003）を部分的に改長したものである。）

1.設業目的 社会心理学の代表的な研究領域であるステレオタイプ（ある集屈について人々が抱

いている閉定化されたイメージ）について紹介することを目的とした。

2.援業内容 ①課題1：ある人物の情報が書かれた紙（斎藤＠小川＠坂本＠出口＠小池＠

2002）を配布し、その印象を評定させた。紙は2麓類用意され、年齢の違う 2人の人

物についてのJ情報のどちらか一方が記られた。情報の内容は、一方の年齢にとって典型的なもので

あり、もう一方の年齢にとっては違和感のあるものであるO その人物についての印象を評定させ、

どちらの人物に長い印象を抱いたか、理由とともに発表させた。
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2：ドクター＠スミ （吉田他（2003）参照） した。 は 男性Jと

いうステレオタイプがあると、回答が器難になる課題であるO

もとに、ステレオタイプという概念について紹介した。また、ステレオタ

イプの代表的な笹IJである血液型ステレオタイプ (IA型口真面白Jといった特定の血液型に対する

し、その弊害について解説した。

して

3.感想 「人のもつ先入観というものをあらためで感じたj等、ステレオタイプという

いておおむね正しい理解ができたと思われる感想が見受けられた。また、ドクター＠スミ

畠液型ステレオタイプを扱ったことで、ステレオタイプが自分自身あるいは自分の身近にも

ることを実感できたようであるO （小池）

3日自 10:00～12:00 集団のパフォ…マンス

は，吉田地（2003）を部分的に改良したものである。）

1 .設業目的 課題を過して、社会心理学の代表的な研究領域であ

て紹介することを目的とした。

フォーマンスについ

2.授業内容 ①NASA月サパイパノレ問題：吉田他（2003）で実施したものと同じ。間語シート

を配布し、生誕倍人で適切な物品5つを選択させた。 次iこ適切な物品について、グルー

わせ、選択した物品5つを用紙に記入させた。

②物品の重要度が記された正解用紙を配布し、倍人得点＠グループ得点を算出させ、

を発表させた。また、掴人による得点とグループによる得点の差を比較させた。

③解説：集団で話し合うと逆に間違えた結論にいたってしまう傾向（集団思考入集団で話し合う

ことにより極端な決定をしてしまう頬向（集団極性化）について解説した。

3.感想 「みんなで考えるのは、とても楽しかったですJ等、話し合い自体が楽しかったという

感想、が多く見られた。また、「相談（話L合い）したことで、悪い結果を導く答えを得てしまうこ

ともあると知り、驚きましたJ等、集屈思考＠集団極性牝という

「もっと深く学んでみたいJという た生徒もいた。（小池）

3自由 13:00～14:30 社会的ジレンマ

は、吉出＠斎藤＠石田＠小JII＂坂本＠出口＠小油＠康問（ 2003）を参考に作成したも

のである。）

1 .援業自的 社会的ジレンマ状況を経験し、対人行動と社会環境の桔互作用に対する理解を深め

ることを目的とするO 呉体的には「四人のジレンマJゲームを用いて、社会の中での望ましい行動

とはどのようなものかを体験的に理解させるO

2.援護内容 ①ジレンマゲームの練習課題としてジレンマを律わないゲームを行い、マトリック

スの見方を含めたゲームの仕組みの理解を促した。

②ジレンマゲームを実施し、各試行での選択、ゲーム結果を記録させた。

③ゲームでの選択と結果を按り返りながら、選択の動機について解説を行った。

③このゲームでより るにはどうすればよいのかを考えさせた。
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⑤ジレンマゲーム

交換のよう

3.感想、

マゲームの講造が日常の行動にあてはまること

し

し、 おけるプレゼント

るというジレン

られた。また伺

時に「普段は意識することもなかっ きにくい観点であることを指摘する

ることについてはおおむね目的に対応した反応が得ら

日常に活かすということに関しでは、事Ijf也性を重視する生徒もおり、利己

のために協力が選択されることが社会適応を促進するという現象が完全に理解されたわけではない

ことが問えた0 （坂本）

3. レポートのテーマ

(1）サマースクーノレの授業を受けて学んだこと＠考えたこと、（2）授業者が用意し

んだこと＠考えたこと、（3）名大教育学部に入ったら学びたいこと、または今回の授業内容から日

り返ることの3点をレポートにまとめて提出するよう指示した。（1)(2）は「対人コミュニケム

ションJ「ステレオタイプJのテーマの中から 1つを選ぶこととした。

4.全体的なまとめ

「心理学がどのようなことをやっているのかがわかったjといった感想が多く見られた。授業前

の察関紙において f心理学がど、のようなものか知りたいjと書いた生徒が多かったことから、

スで生徒の要望にはおおむね答えられたと思われる。一方で、、 f心理学の考え方＠視点が面白いJ

という感想はあまり見られず、本コースの目標である「科学的に考える援を養うJが達成できたか

どうかは続問であるO 本コースの各論的な理解の積み重ねで心理学への理解や興味を捉進するとい

う方法以外にも、「心理学Jという科学的な方法論を提示することが今後必要であるかもしれない。

各授業の形式に関しては、課題にゲームを多用したことで学びやすかったという生徒がいた一方、

「もう少し詳しく学びたかったJといったように講義形式を希望していると受け寂れる感想が見ら

れた。また、 f臨床心理学や発達心理学をもっと学んでみたかったJという意見が見られ、今後こ

の点についても換討する必要があるだろう。 （坂本。小池）
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